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この資料をよむ際の留意点・用語の解説 この検討会が取り扱っている範囲 用語集

中期的な展望に立った新しい海岸保全の進め方（案）
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本文第４章４．３
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本文第３章　２．各政策目標
該当アウトカムへ

アウトカム３

本文第2章

本文第４章　４．１

人々は、津波、高潮、波浪などによる生命・財
産・生活に関する被害が軽減される。

国民共有の財産として「美しく、安全で、いきい
きした海岸」を次世代に継承していく。

人々は、人の暮らしと自然環境が調和した豊か
で美しい海岸環境を享受し、それを後世に伝え
ることができる。

地域との連携の促進と海岸を大切にする活動
の育成

本文第１章防災面では海岸保全施設の整備水準がまだ低
く、依然として多くの被害が発生している。

さまざまな理由により、美しく、豊かな海岸環境
が損なわれている。

人々の多様な利用が適正に行われる空間とな
ることが求められている。

身近な海との触れ合いや海辺の多様な利用

・

・

海辺の豊かな自然環境や美しい海岸景観


